
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貝塚市鳥獣被害防止計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連絡先】 

担 当 部 署  貝塚市役所都市整備部農林課 

所 在 地 貝塚市畠中１丁目１７－１ 

電 話 番 号  ０７２－４３３－７３８０ 

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０７２－４３２－７５１１ 

メールアドレス norin@city.kaizuka.lg.jp 

 

 

計画作成年度 令和５年度 

計画主体 大阪府貝塚市 

mailto:norin@city.kaizuka.lg.jp


１． 対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（令和４年度） 

鳥獣の種類 
被害の現状 

被害品目等 被害数値 

イノシシ 水稲・野菜類・畦畔 2.8ha   1,801千円 

アライグマ 野菜類 1.2ha   1,100千円 

 

（２）被害の傾向 

 イノシシは、古くから山間部において生息が確認されており、特に農繁期で

ある夏期にたけのこなどで大きな被害が確認されている。メッシュ柵等で被害

の防除に力を入れている地域は被害が減少している。また、年間の捕獲頭数は、

令和２年が５０頭、令和３年が１２頭、令和４年が３０頭となっているとおり、

近年は豚熱の影響により被害は減少していた。しかし、豚熱の影響が緩和され、

今までイノシシの被害が少なかった地域に被害が増加している点も見受けられ

るので、今後も農作物への被害は広範囲にわたることが予想される。主な農作

物への被害としては、水稲食害の他、根菜作物の食害、畦の掘返しなどが報告

されている。 

 また、アライグマは平成１６年に初めて捕獲されて以来、継続的に捕獲して

いる。平成２８年には年間捕獲頭数が１００頭に達し、令和２年度は９６頭、

令和３年度は７１頭、令和４年度は１０３頭となった。貝塚市の広い範囲での

目撃情報があり、貝塚市のほぼ全域で生息していると予想される。被害は、農

作物食害の他、家屋等への侵入による生活環境汚染等の被害も報告されている

。 

 

 

対象鳥獣 イノシシ、アライグマ 

計画期間 令和５年度～令和７年度 

対象地域 貝塚市（全域） 



（３）被害の軽減目標                       

指標 現状値（令和４年度） 目標値（令和７年度） 

イノシシによる

被害面積 
       ２．８ｈａ   ２.５ｈａ 

イノシシによる

被害金額 
       1,801千円 1,600千円 

アライグマによ

る被害面積 
       １．２ｈａ １.０ｈａ 

アライグマによ

る被害金額 
       1,100千円 1,000千円 

 

（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕 獲 等 に

関 す る 取

組 

（イノシシ） 

・大阪府猟友会貝塚支部の協力

による有害鳥獣捕獲。 

（アライグマ） 

・捕獲檻の貸出し。 

（イノシシ） 

・猟友会会員の高齢化により担い

手が減少傾向にある。また、被害

箇所の広域化により会員の負担

が増加している。 

（アライグマ） 

・捕獲数は増加しているが、被害

は減少していない。 

侵 入 防 止

柵 の 設 置

等 に 関 す

る取組 

(イノシシ) 

・国の鳥獣被害防止総合対策事

業を活用し、メッシュ柵等の設

置。 

・農家個人による電気柵等の設

置。 

(イノシシ) 

・国の鳥獣被害防止総合対策事業

により侵入防止柵を設置した地

域の被害は減少したが、柵を設置

していない地域の被害増加が懸

念される。 

生 息 環 境

管 理 そ の

他の取組 

（アライグマ） 

・捕獲檻の貸出の際に鳥獣の習

性についての情報の提供。 

（アライグマ） 

・増加する鳥獣被害に対する対応

策を地元住民と共有しなければ

ならない。 

 



（５）今後の取組方針 

イノシシについては、国の鳥獣被害防止総合対策事業を活用し、侵入防止柵

を設置した地域では被害が減少している。また、貝塚市全域でみると被害の範

囲及び被害額ともに減少しているが、近年の豚熱の影響が大きいと考えられる

ので今後の被害は増加してくると考える。今後も事業を推進し、地域で一体と

なって侵入防止柵を設置していく。また、大阪府猟友会貝塚支部と地元農家が

協力し、捕獲数の増加を目指す。 

アライグマについては、ここ数年捕獲数は増加しているものの、被害が減少

していないため、アライグマの個体数は増加していると予想される。繁殖力の

強いアライグマの個体数の増加を抑制するため、鳥獣被害防止緊急捕獲活動支

援事業を活用し、捕獲数の増加を目指す。 

 

 

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

大阪府猟友会貝塚支部を中心とした有害鳥獣捕獲を継続実施するとともに、

新規資格取得者を含めた捕獲従事者の確保、育成に努め、また地域の協力を得

た捕獲体制の強化を図る。 

 

（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

令和５年度

  ～ 

令和７年度 

 

イノシシ 

侵入防止柵付近の箱罠の設置数を増加させ、効果的な

捕獲に取り組む。 

捕獲従事者確保のための支援をしていく。 

定期的にイノシシ被害防止講習会を開催していく。 

アライグマ 定期的にアライグマ被害防止講習会を開催していく。 

 

（３）対象鳥獣の捕獲計画 

 捕獲計画数等の設定の考え方 

・イノシシ 

 大阪府特定鳥獣保護管理計画を踏まえ、適正な捕獲を実施する。 

 令和２～令和４年度でそれぞれ５０頭、１２頭、３０頭捕獲した。この実績

に加え、豚熱の影響が緩和され個体数の増加や捕獲檻の導入等による捕獲数増

加が見込まれるため、捕獲数は令和５～令和７年度の捕獲数はそれぞれ８０頭

、１５０頭、１５０頭とする。 

・アライグマ 

大阪府アライグマ防除実施計画に基づき、年間を通して捕獲檻を貸出し、捕



獲を行う。 

令和２～令和４年度でそれぞれ９６頭、７１頭、１０３頭捕獲した。まだ

被害軽減には至っていなく、今後は引き続き鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援

事業交付金制度の活用や、捕獲檻の導入により捕獲数増加が見込まれるため

、令和５～令和７年度の捕獲数はそれぞれ１５０頭、２００頭、２００頭と

する。 

 

対象鳥獣 
捕獲計画数等 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

イノシシ ８０頭 １５０頭 １５０頭 

アライグマ １５０頭 ２００頭 ２００頭 

 ※イノシシについては、すべて有害鳥獣捕獲とする。 

 

 捕獲等の取組内容 

 イノシシについては、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律

に基づき、猟友会に有害鳥獣駆除を委託し、箱罠、くくり罠及び銃器を用いて

年間を通して駆除を実施する。 

 アライグマについては、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法

律に基づく有害捕獲又は外来生物法に基づく防除の確認に基づき、農家・市民

等に捕獲檻を貸出す等により、年間を通して捕獲を実施する。 

 

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容 

特になし 

 

（４）許可権限移譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

貝塚市(平成19年4

月権限移譲済) 

狩猟鳥獣及びダイサギ、コサギ、アオサギ、トビ、カワラ

バト、ニホンザル、イタチ（メス） 

 

 

４．防護柵の設置等に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 
整備内容 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 



イノシシ 

侵入防止柵 

延長 0km 

(受益面積0ha) 

侵入防止柵 

延長 0.8km 

(受益面積4ha) 

侵入防止柵 

 延長 0.8km 

（受益面積4ha） 

 

（２）侵入防止柵の管理等に関する取組 

対象鳥獣 
取組内容 

５年度 ６年度 ７年度 

イノシシ 

侵入防止柵の設置

地域において、地元

と協力し柵の点検

等を行い、イノシシ

の侵入防止、農作物

被害軽減に努める。 

侵入防止柵の設置

地域において、地元

と協力し柵の点検

等を行い、イノシシ

の侵入防止、農作物

被害軽減に努める。 

侵入防止柵の設置

地域において、地元

と協力し柵の点検

等を行い、イノシシ

の侵入防止、農作物

被害軽減に努める。 

 

 

５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項 

年度 対象鳥獣 取組内容 

令和５年度

   ～ 

令和７年度 

イノシシ 

アライグマ 

・稲刈り後の耕起や里山の保全、不要となった生産物

やゴミの処理徹底などの啓発。 

・被害防止対策知識の普及と啓発。 

・新規狩猟免許取得の啓発。 

 

 

６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項 

（１）関係機関等の役割 

関係機関の名称 役割 

大阪府環境農林水産部動物愛護畜

産課野生動物グループ 

獣害対策に係る助言・指導 

大阪府泉州農と緑の総合事務所 獣害対策に係る助言・指導 

貝塚警察 周辺住民の安全確保 

貝塚市 周辺住民への周知活動、大阪府と猟友会

への連絡 

大阪府猟友会貝塚支部 有害鳥獣捕獲 

 

（２）緊急時の連絡体制 

 別紙連絡体制図参照 

 



７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

 イノシシについては、猟友会が貝塚市斎場にて焼却処分する。 

 アライグマについては、猟友会による安楽死措置を行った後、焼却処分する。 

 

 

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有 

効な利用に関する事項 

（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法 

食品 特になし 

ペットフード 特になし 

皮革 特になし 

その他 

（油脂、骨製品、角 

製品、動物園等で 

のと体給餌、学術 

研究等） 

特になし 

 

（２）処理加工施設の取組 

特になし 

 

（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組 

特になし 

 

 

９．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）協議会に関する事項 

協議会の名称 貝塚市鳥獣被害防止対策協議会 

構成機関の名称 役割 

①大阪泉州農業協同組合 

②大阪府農業共済組合 南部支所 

③大阪府猟友会貝塚支部 

④貝塚市林業活性化推進協議会 

⑤大阪泉州農業協同組合貝塚地域実

行組合長協議会 

⑥大阪府泉州農と緑の総合事務所 

⑦貝塚市 

被害対策への誘導、協議会運営関連事項 

農作物被害状況の確認、対策支援 

有害鳥獣捕獲駆除、狩猟者の育成 

被害状況の把握、被害対策の普及啓発 

被害状況の把握、被害対策の普及啓発 

 

獣害対策に係る助言・指導 

獣害対策に係る助言・協議会事務局 

 

（２）関係機関に関する事項 



関係機関の名称 役割 

貝塚市農業委員会 農地の耕作状況の確認 

貝塚市木積土地改良区 被害状況の把握、被害対策の普及啓発 

大阪府環境農林水産部動物愛護畜産課 情報提供、指導助言 

 

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

鳥獣被害対策実施隊は設置していない。 

 

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

各種団体や自治会、実行組合においても積極的な参加を促し、集落・地域での取組を

進めていく。 

 

 

10．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

捕獲体制の充実と地域住民一人ひとりの被害対策への意識を高め、餌場

や隠れ家となる耕作放棄地の刈り払い等の環境整備に取り組む。 

 



緊急時の連絡体制 

 

（連絡体制図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 見 者 

交番・派出所 

貝塚警察署 

生活安全課 保安係 

０７２－４３１－１２３４ 

内線２７５ 

貝塚市役所 

農林課農林担当 

０７２－４３３－７３８０ 

危機管理課 

０７２－４３３－７３９２ 

（町会関係：魅力づくり推進

課、学校関係：学校教育課） 

 

勤務時間内 

０７２－４２３－２１５１ 

勤務時間外 

市 ０７２－４２３－２１５１

（緊急時は農林課連絡系統図に 

基づく）             

消防０７２－４２２－０１１９ 

猟友会貝塚支部 

０９０－４０３４－６５０９ 

  各 町 会 長 

情報 

 

対応協議 

情報 

 

対応協議 

 

出動要請 
連 絡 

大阪府泉州農と緑の総合事務所 

TEL（代） ０７２－４３９－０１６７ 

      （内線 ２８２、２８３）  

（直）０７２－４３９－０１６７ 

FAX ０７２－４３８－２０６９ 

〈勤務時間外〉 

TEL （代）０７２－４３９－３６０１ 

 

大阪府環境農林水産部 

動物愛護畜産課 

（野生動物グループ） 

TEL （直）０６－６２１０－９６１９ 

FAX ０６－６６１３－６２７６ 

〈勤務時間外〉 

泉州農と緑の総合事務所経由 

 


